交流ロボコン２００８の反省（小山高専）

・競技に関すること

フィールド整備をしっかりしてほしかった。
審判による個人差があった。

ピットからの誘導の時に、「青」（白？）ゾーンについてくださいがあった。（資料の問題？）

テストランで缶の本数が足りなかった。

缶の扱いが適当だった。
実況がすごかった。
展示ブースみたいな感じだと良かったと思う。

2フィールドを同時にやるといいが、運営の人数が倍になる。

・運営に関すること

風呂の時間を班分けするとよかった。

風呂の時間が足りなかった。

風呂があまり混まなかった。

初日のスケジュールが整っていなかった。

夜,運営会議をして、全体にその内容を次の日に知らせるのが良かった。

ピットにスタッフが足りなかったかもしれない。

飯が足りなかった。

ドリームマッチとそのあとの紹介があってよかった。

紹介→ドリームの流れじゃないとあきてしまうのではないか。
展示ブースみたいな感じだと良かったかも。

他の交ロボマシンをもっと見る時間がほしかった。短かった。
日程的に運営や教員からすると、長かった。

200人近くの大人数であったが、スムーズに運営できていた。
・相方との交流

メールを頻繁にしたり、写真を送ったりした。

連絡不足もあった。

電話やメッセンジャーのほうが良かったと思う。

会場についた直後は話しづらかった。

試合の打ち合わせや連携、役割分担は出来ていた。

学校の話から話がはずんだ。

初日にロボットを見せ合ったことから交流が出来た。

・宿泊施設のすごしかた

抜け出していた人がいた。

部屋内での飲食があった。

夜中消灯時間を過ぎても騒がしかった。

掃除の分担をしっかりしていた。

・その他反省点

上級生が下級生の面倒をしっかりとみるべきであった。

· 感想
魅せるロボットが多くあって良かった。

スピードが速ければ言い訳じゃないことがわかった。
磁石を使うってアイデアはあったが、磁石をつけてどう離すのかの発想が面白いなと思った。

